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魚鱗々相の愛現機構について

(II) 再生よ b見た鮒の鱗の構造

-靖藤三良1¥・山田毒郎

(北海道大準農塁手部水産動物準教室)

.On the a，ppearing mechanism of the scale structure 

(II) The scale structure of the Crucian carp， Gtrassius carassius (L.) 
examined with the regeneration 

By 

SABURO SAlTO and JURO YAMADA 

緒ー言

鱗の構成並びに鱗相の護現機構をlり1僻すると

とは鱗~資料とする諸考察を iE確にする。誌に著

者等は ~r憾の設生初期JVL生鱗細胞(scleroblast)より

なる乳頭(cutispapilla)部分化しその内部に鱗の原

基カ刻i現し，此の原基は特*の鱗の上屠で、あり護

育の経過と共に鱗嚢(scalepocket)は棋大L原基も

仲張し，同時に生鱗細胞は原基開設以外に於ては

次第に消耗消失され，斯くして鱗嚢の下壁を構成

する民皮屠からがiの下居が分f必構成され初めて魚

鱗が完成することを記述した。その後鮒の鱗の再

生並びに羽生鱗の構治より以上.の考察のiE しい~1l.

賓並びに(r~の相及び構成に闘するこ三のう;11見を得

たので，主主にその詳細をと報じ再び、鱗の構成を論越

す。

材料及び方法

賓験池に自然繁殖したフナ CarassiuscaraJ'Sius 

(L.)の首歳稚魚lU鮮化常時からι特別飼育した2歳

魚との体長・ 2.0~6.0cm を示す 65 尾を使用じた。

体。一定都位a即ち魚体左側の背鰭基端からの車

線上の側線也上列鱗を剥離し室内国筒形飼育槽

(20x27 cm)又は金網目:ltり池内飼育枠(60x30x90

とm)内に飼育し再生鱗を適時採取し，義に剥離じ

た正常鱗と比較観察し，更に正常， llJ生雨鱗共に

固定染色切片作製の，上二捻鏡し1~*\l1楠迭を上ビ較検討

した。

鱗の相並びに構造

Hミ常鱗(figs.1，2，3， 7)の磁石自主制作Eより常に

大きく， j~~慌の成長rth紘は l主総をたす (Textfig.1)。

小形魚の鱗は前縁以1味を帯び，且つ前部 (anterior

area of sωle)は後部 (posteriorarea of scale)より幅

が狭いが， 大形1魚1担Lに於ては前縁に 2-3の凹凸を

生すや=ると共にf経豆2.6-2.8x 3.2-3.4mm (魚休i長乏4.0

cm内夕外ト刊)の鱗は前後雨部はほほ

鱗に成長するにに，及ぴび.却つて前部がE院誌く 2な=る l庁Tex坑t--

fig. 1， fjgs. 1，2)。
鱗核(focus)、ば比校的たきく 0.2-0.5mmの杭

を示しその縦桜は棋位よりやや大なるどおとす。

完全放射線 (radius)数J土鱗の大小とのtillK特殊閥

迫性を認められす・2-8を具え 5-7を普通とし

その他は極めて稀である。不完全放射線は殆んど

前部に見られ非常に稀に後部に現われ，大形鱗に

よkし，筏2.0mm(魚体長3.0cm内タト)以下の小形鱗

には出現ぜぬ場合極めて多い。放射線は鱗縁にま

で到建せ十その末端は強たして、消失す(fig.1)。環

R胸元(circulus)は前部及び側部に於て比較的規則正

じく且っそり数多く，従ってt!lJ隔狭く後部は不規
則で!日1隔院く数少ない。前部の後部より幅が狭い

小形鱗に於ても玩に前部並びに側部の外側環紙紘

は後部に於て猷除するもの現bれ(fig.1)，鱗が大

形となり後部に比し前部がより成長し始めるに及



北海道大準農皐ml紀要

び戎tf~にその蚊は多くなり，前後岡部の環;伏線童文

の設は漸次大となる(Textfig.2)0 lE.確な左右相稿

を示さ 1":1 i側部が中ì;~に於て環欣おii敢に於て左側部

に優る傾向を示す。

的:鱒の鱗(山f:lj・粛)拡，1953)，鰯の鱗 (M.Mu-

RAT，1935)と同様にその切断面はl切らかに上下2

屠よりなるを示し，下屠は染醐 (haematoxylin)と

の親和l性を託!とき明瞭に成唐fl~迭を認められ，鱗縁

部は中央部よりも薄い。上屠は弱く染色され環;伏

隆起(circulus)も亦上屠質にて構成される。然して

環祇隆起の向心聞は内替曲し反心聞は外替ahす。
即ち環J伏佐起は鱗核の方向に傾き，且つ外総部に

於けるほどその隆起は低い。

再生鱗は再生mJlltlの長短，時期等の主具によ
りそれぞれ呉なる相を表現す。 111.1位lE/W;自1ii‘と外廓
に於てほぼ類似するを持過とするも相は必歩、しも

類似するとはいい符ない。再生時は常にi引立正常

鱗に比し{草か小形で，環服組1t¥1隔は民く以後甚だ

しく多数の放射線を生じ，環朕脱却決く中心部に

網目欣不規則*JHこ共える瞭い部分をこ生やる (fig.3
とfig.4， fig. 7とfig.8)。その全疎形は至.j;jj短期間

に羽生するも生態的保件にて異なるらしく，温暖

な時期!に於ては2週以内(7月26日制離， 8 )j 7日

再生鱗観察)にして同位1E.常鱗 (fig.3)とほぼ同大

の鱗(fig.4)を再生し，その中心部は炭く環HJ¥*肢を
快き同総部は疎に環J伏線を出現し上下雨唐より構

成さる。然るに諜冷となるに及び2週飴(11月19

目立(IJ紙， 12月6日観察)を経過するも鱗嚢中にイI'J

笥;の再生の痕跡をも認め得ない。剥離後ほIま7週

(8月18日制離， 1O)j 3日再生鱗翻察)には環献隆

也が高まると共に放射線も tl~現し，環;伏線引決く

中心部ml謹に不規則な屈曲線を出現す(fig.6)。主IJ
離後ほぼ 13迦 (8月18日制敵， 11月19日再生鱗観

察)~経て諸形相が更に明確になり， 11.つ中央環

服組吠除部に不規則な網目欣放射紘を生じ同fftiE

'1;;鱗(fig.7)に比し放射線の甚だしく多い相を護現
する(fig.8)0 

以上は完全制離せる位置に再生せし鱗たるも

再生鱗が僅かにその位置を礎え更に弥生を継続し

た場合は，共底に 2 核(~即ち 2i存の一部分が互に

重視融着する鱗を生十。此の場合融着 2~錆は再生
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程度を異にするが雨者の形相はほぼ一致し，その

外形，環J伏線の配世，放射線の位置並びに形に於

て良く一致するも環欣紘快除却は時々生鱗の方が

院い (fig.5¥。

考察

~Z部依の鱗も異魚、休相互Il\lにては股新な一

致はないが相似る相乞現わす傾向は認められる。

又魚体の成長同比例して鱗も成長する観念は認め

られる (Textfig.1)。此の際鱗の縦横雨続は五に比

例して成長し従って鱗の概形は礎化しないが鱗の

各部に於ける成長率は捷化し，従って相に於て大

小雨鱗1mに差異を生夕、。即ち鱗は後方への成長ーよ

りも前方並びに111U一万への成長率が次第に大となる

(Textfìg.1)。正常鱗の後部に於て環~k*足蹴拐し前

後環J伏線教の~I~具が鱗の成長に féドい大となる (Te­

xtfig.2)はJ二記の成長率の移控を示し，且つ前及

び側部には鱗の上唐を椛成する組織が残存i'fd動ず
るに後部の分泌組織は或る期{鱗{1T:2.6-2.8 x 3.2 

-3.4mm)以後はがi耗退化し，側部組織後端の付1

5長により後部のJ:.唐は分泌構成されるものと考え

られる。再生営初に於て後部環j伏線の再生せざる

は此の部の環J伏線柿成力が特に弱きか，叉は剥離

の際の椛成組織の破損によるものならん。

環i氏紘は鱗の成長経過を表現するものたらん

も大形鱗に於て成長率大なる前部の環f伏線開隔が

成長率ノトなる後部のそれより狭きは，従来の考え

の虫nく鱗の成長ー主主かなるをその環J伏線間隔の債さ

より速断するは不討にして一定期間内に護:現する

環i¥J，総数の寡多も亦成長の大小を示す。然L1厚生

鱗の環服組は成長にf!ドい構成さるるものたらす従

って成長経過を表現するものでないととは明白に

して，僅か2週以内に敢環J伏線が同時に生やるは

その柿成拠l織は仏]迭の狭い範悼i内に制限され歩、或

る帽に存在し一日.つ2週は分泌機能を櫨韻するを示

す。然も再生í~売の中心部は環紙机のみならやJ:.唐

を昧除するよりすれば， J二屠分泌続l織は多く第に退

化するものなるか又は機能をうたうものなるべく，

且つ鱗の成長と共に)ム]縁部に{III;長WJ宇佐す。但し此

の際機能を現わす付I~ft組織が!Y;.j嚢を構成する民皮

組織がらその都度更新分化するものなるか，又は

殻生初期に分化する民1主乳頭を構成した生鱗*ia胞
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の後荷な話かに闘Lては断言し得ない。然して外
廓は類似す7るも相に於て再生鱗と同位制離鱗と必

守、しも-一致せざるは， 11;IJ維に際し相の殻現に関係

する上唐を分泌椛成する組織がその位置から，文

は性質ーから破損され易い故と解され2週以内にし

て同11f:刺離鱗とほぼ同大の完全な下居放が再生さ

れるは，明らかに下唐は意IJ離に際し破損からまぬ

かれ易い位置をrl:jむる鱗嚢の下側壁なる異皮組織

より分泌構成されるものなるを示す。

環AAfJAの機能及び、その表現が如何なる機構に

よ石ものなるかに闘しては客観的論詮はないが，

J利己主に現われるま農欣枯:迭に三~・えられる構成物質

の質的差異による設現d崎地にあら歩、E止に上屠質の

j手持即ち量的差異により出現するもので，然も環

JIた隆起は護現首すず]はf!1;く次第に分担、附加されるも

のなるは再生の英11l1¥Jに準じ次第に高まり IlJJ献とな

るより明らかである (figs.4， 6，針。

，上越の如く或る部f立の上唐分泌は何t-l不能と

なる。之に反し下唐分泌組織は次第にその機能は

衰えるようであるが前者によじし永頓・院をこ示し， {隣

U中央部は別総部より厚く成屠楠造を表わじ絶之

十附JJn肥厚、するを示す。然も再生の虫11き分泌を要

する欣態に置かれた場合は，常にその機能を著し

〈表わし短時日にして同位正常鱗とほぼ同大の下

唐板を構成す。

?放射線の検品に闘しでは従来空く不明である。

成長率の高い前部に然も或る程度成長した鱗(使、

2:6"，2.8x 3.2-3.4 mm)に不完全放射線が現われ

易く， ι盛時円に同1ft正常鱗大に再生する部い織弱

な鱗に数多詮 ~jî.j責，更に再生鱗の]土居買を先!とく従

って環J伏線の生じない首然m建部より描弱なる中
央部に乱れた網目-j杭に護現する笥;!の部買は，放射

線の機能又はその護現機梼を暗示するものであろ

う。その正常設現は鱗根より生じ鱗の成長と共に

外方に椴績{rIl長するたらんも，再生鱗に於ては反

主:t!'C環航紘に~主れて生じ然も先一対象部の環状記JR

部に出現L次第に内方の中心部の環J伏線護現不能

部に何l張ずる。、又rE:ì;~~憐に於ても不完全1浅山抑止が

迫力1¥新生される場合はよ縁に新生して鱗の成長ど

共に外);に{ftl張するとは考えられす外縁から中

央に向い或石長さにな建に生じ以後は!l%J~の成長

と共に外方に継続伸張するものと考えられる。

2板再生鱗の融7苛2鱗がほぼ一致する相を表

わすは， J~.居EZ分泌総i織も亦比q~訂j':)乱され灘hい固

定'I'tを有し，主Lつ鱗相表現構造はその鱗に闘する
映り一足配列をなすと併される。仏}鱗ード唐の柿成

は鱗;襲下壁組織の硬化によるともうJきえら・れる。

結言

本質験視察よりフナの{織に蹄jし弐の事項を認

められる。

1. 治体長在鱗の献組2雨1~'~ との成長-は比例相

闘を示すが，鱗全体の成長は単純な各部の比例成

長Kあらす勺小形i腕にて成長速かなりし後部は或
る具11以後は前部の成長より遅滞ずるように、なる。

2. 後部のJτ唐質分?必は比較的早期に停止し

以後のi支部のJ~.磨flij成は左右の側部生鱗細胞組織

の後方へのやtl張部分よりの分j必による。

3. 鱗の下唐は鱗嚢の下側員皮紺、維壁から

分泌されその分泌能力は水松し下屠はそ火節Ks巴!字

ナ。生鮪細胞はJ:.唐を分f必排成 Lその機能熔¥lBH乙

は限度がある。

4. 環般車~~は単なる J~唐EZの肥厚.の寂現で質

的差異によるにdうらや。その梢成紙梢ーは比較的長

く紘粒・し，決第に物質の分泌、附力!Iにより去最枇隆起

は正~)まるお，一度うたえば機能の再生は不椀である。

δ. 一定期JljlJ内に生やる環吠線教を省、;.f，せ十、

に環j伏線開隔のみ去りj柄、の成長度を論断し得主主い。

(j; N生併の放射線は， 多分-1lど制騎ーの附)JII新

生放射線も亦鱗の紘部より中央にが]いやtl長構成さ

れる。

7.< J:磨分i必f'¥)";遣はかなりの甫しされ掛;い碓賞

性を布 L，<且つ自治相殻現柿浩は殻現鱗栴~I亡相常す

る ~.5tの型!をなす。
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Resume 

1n the previous paper on the earIy development of scale in the rainbow trout， the writers reported 
that the scale is constituted with two layers. The upper thin layer is secreted from scleroblasts which 

were differentiated from the eutis， while the lower thick layer is secreted by the lower cutis wall of the 
sαle pocket. By this experiment on the regeneration of scales in the Cnlcian carp the writers attained 

the result in the same point of view. Sixty five individuals of the Crucian carp， Carassius carassius (L.) 
were used as the material. A certain scale wils removed， and t与eregenerative scale at the same position 
was examined on the total and sectile samples. The results of this study may be summerized as 

follows: 

1) The growth of sαles is propotion to that of the body length， artd' thegrowth curves of longi-
tudinal and trallsversal diarneters of scales parallel with each other，' but the relative growth of various 
areas of th巴 sαlevaries at the different period. The srnall scales gr.ow nipidly at the posterior area， 
while in the larger scales the posterior growth is slower than that of anteriors (Te'xtfig. 1， compare fig. 
1 with fig. 2). 

2) The duration that secretes the upper layer is not so long at the posterior area， and thenceforth 
the posterior constitution of the upper layer depends chiefly onthes~cietion from the posterior ends of 

the lateral secretory.tissue of scleroblasts. 

3) The lower layer is secreted by the cutis consisting the lower wall of scale pocket and its secre-

tion succecds !ong， and 80 the !ower layer thickens gradualIy. The scleroblasts secrete only the upper 
layer and the duration of its function is limited. 

4) The circuli are expressed. by a simplc reason of the 'accumulation of thc upper laycr substance 

but not by the qualitative: difference of substance. The appearing mechanism of the circuli succceds 

relatively for a'long time， and so the circulus elevates gradually， but it is impossible to regenerate. 
5) The right estimation of the scale growth is impossible with only the distance of circu日， if there 

is not took into consideration the number of circuli built in a certain time; 
6) The radius of the， regenerativ巴 scale，perhapsthe adding new radius of the .normal scale also， 

grows inwards from the scal~ margin. 

7) The structure which secretes the upper layer of scales' does not be disordered easily， and the 

appearing structureof a scale picture is of a fixed type correspo¥lding to the picturι 
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園版説明

n: 鱗核 、a: 前部

第 l同 体長2.60cmの魚体より 8月18日剥離の正常鱗:径1.1X l.4mmの小形鱗にて

核は著しく前方に局在し即ち前郎(0.3mm，環肢線 10)が後部(0.8mm，環朕線6)

より狭〈且つ前郊のそれに比し環朕線はIlOI漏侠〈規則正しく開~3'tJす。なお後m<

に於て銑除される環状線扱本と 6放射線を見られ，放射線は総司Jiに達しなU、。

X30 

第2闘 体長5.90cmのf!.1.体より 11月 19日剥離せる正常鱗 4.00x422mm(Jコ大形鱗

にして核が苧や前方に位援し{前部環朕線46，後部課朕線20，放射線8)前線に

凹凸を生ず。 XIO

第3図 体長3.80cmの2歳魚身体より 7月26日剥離の正常鱗:綬 1.76X1.86mm，前

背1I環駄線 18，後部環朕線 11，放射線 50 X25 

第Hil 室内飼育せし8月7日に於ける土闘鱗剥離部¢再生鱗([3日後):径 1.50x1.71 

mm， 同位正常鱗より儲か小~fこして列、!卑は類似するも環Jt夫総 fl司阪は康( ，放

射線は認められない。 x25 

第日間 体長3.80cmの魚体上りの2校再生鱗。 X20 

第6樹 8月18日剥離(魚体長'2.51cmJ，'室内飼育じ lO月3日観綜(魚体長2.90cmJせ

る47日後の再生鱗:放射線後現す。 X2ラ

第7闘 魚、体長5.lo.cmの魚体より 8月 18日毒剤j離の正常鱗ょ筏3.3Q>く3.76mm，前i'm環
状線39，後官官環扶線 17，完全放財線7，不完全放射線 1(右前調¥)0 X 12 

第8附 池内飼育せし II月 19EI に於ける上闘鱗剥離部¢再生鱗(94日後， f!.1.体長590

巴m): 諸形相は明確となり放射線は 19の多数を見る。 X12
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Fig.5 


